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トレスによる DNA 障害のマーカーとして 8-hydroxydeoxyguanosine(8-OHdG)、細胞周期の
停止のマーカーとして p16、抗老化蛋白である Klotho蛋白の発現を評価し、それらの因子
と腎疾患の進展との関連を検討した。 
 広島大学病院にて腎生検を施行した IgA腎症の患者 71人について、8-OHdG、p16、Klotho

























 以上の結果から、本論文は IgA腎症の進展にともなって、酸化ストレスによる DNA障害
の増加と細胞周期の停止した細胞の蓄積、Klotho蛋白の減少が起こり、これら老化関連因
子の発現の変化は、腎疾患の進展に関与している可能性があることを示した、優れた論文
であると考えられる。よって審査委員会委員全員は、本論文が著者に博士（医学）の学位
を授与するに十分な価値あるものと認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
